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１． 営業の概況 
 

(1) 営業成績及び財産の状況の推移 

         期 別 
区 分 

第 78 期 第 79 期 第 80 期 第 81 期 

2022 年度 
(令和 4 年度) 

2023 年度 
(令和 5 年度) 

2024 年度 
(令和 6 年度) 

2025 年度 
(令和 7 年度) 

営 業 収 益  （千円） 2,334,559 2,653,916 3,075,897   3,077,883   

経 常 利 益  （千円） 141,503 285,769 288,906   183,059   

当 期 純 利 益  （千円） 169,527 284,973 277,927   151,609   

１株当たり当期純利益   （円） 847.63 1,424.86 1,389.63     758.04   

総 資 産  （千円） 5,790,215 5,693,740 5,799,778 5,783,727   

純 資 産  （千円） 2,274,596 2,559,569 2,837,497 2,989,107   

 
 

２． 会社の概況 
 

(1) 主要な事業内容 

福岡空港においてハイドラント式給油施設による航空燃料の貯蔵・保管及び給油作業等の 
事業を行う。 
 

(2) 主要な営業所 

名  称 所 在 地 

本   社 東京都港区元赤坂 

福岡空港事業所 福岡県福岡市博多区大字青木 

奈多ヘリポート事業所 福岡県福岡市東区大字小瀬抜 

 

(3) 従業員の状況 

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

114 名 4 名増 44.4 歳 17.8 年 

 

(4) 株式の状況 

① 会社が発行する株式の総数  320,000 株 

② 発行済株式の総数   200,000 株 

③ 株主数                                                               3 名 
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④ 大株主の状況 

株 主 名 
当社への出資状況 

持株数  

マイナミホールディングス株式会社 174 千株  

ＡＮＡホールディングス株式会社 20 千株  

(5) 主要な借入先 

借入先 借入残高 借入先が有する当社株式 

ﾏｲﾅﾐﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 1,225,000 千円 174 千株 

 

(6) 取締役及び監査役 

地  位 氏 名 
他の法人の代表者等又は 

重要な兼職の状況 

代表取締役社長 南  友 和 マイナミホールディングス㈱ 代表取締役社長 

代表取締役副社長 南  宏 和   

常 務 取 締 役 中 村  正   

取 締 役 曽根崎  義孝   

取 締 役 石津  香寿彦   

監 査 役 目  羅    輝  和   

 

（本事業報告中の記載金額及び株式数は、表示単位未満を切り捨て、比率その他については四捨

五入により表示しております。） 
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貸 借 対 照 表 
2026(令和 8)年 3 月 31 日現在 

（単位：千円） 

科   目 金  額 科   目 金  額 

資 産 の 部  負 債 の 部  

Ⅰ.流 動 資 産 1,346,373 Ⅰ.流 動 負 債 1,253,595 

現 金 及 び 預 金 847,948 買 掛 金 23,535 

売 掛 金 373,234 長 期 借 入 金 1,045,000 

棚 卸 資 産 84,538 （1 年以内期日到来）  

未 収 入 金 24,276 賞 与 引 当 金 115,273 

そ の 他 16,375 そ の 他 69,786 

Ⅱ.固 定 資 産 4,437,353 Ⅱ.固 定 負 債 1,541,024 

1.有 形 固 定 資 産 3,649,517 長 期 借 入 金 180,000 

  建 物 、 構 築 物 3,169,819 退職給付引当金 1,360,298 

土 地 10,440 そ の 他 726 

建 設 仮 勘 定 301,235   

そ の 他 168,022 負 債 合 計 2,794,619 

2.無 形 固 定 資 産 23,862 純 資 産 の 部  

  ソ フ ト ウ ェ ア 23,862 株 主 資 本 2,989,107 

3.投資その他の資産 763,972  1.資 本 金 100,000 

投 資 有 価 証 券 46,985 2.利 益 剰 余 金 2,889,107 

差入保証金敷金 315,272   

そ の 他 401,714 純 資 産 合 計 2,989,107 

資 産 合 計 5,783,727 負 債 純 資 産 合 計 5,783,727 
 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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損 益 計 算 書 
2025(令和 7)年 4 月 1 日から 2026(令和 8)年 3 月 31 日まで 

（単位：千円） 

科    目 金    額 

  営 業 収 益  3,077,883 

  営 業 費 用  2,882,150 

   

  営 業 利 益  195,732 

   

  営 業 外 収 益  9,190 

  営 業 外 費 用  21,863 

   

  経 常 利 益  183,059 

   

特 別 利 益  99 

特 別 損 失  30,825 

   

  税 引 前 当 期 純 利 益  152,333 

   

  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税  724 

   

  当 期 純 利 益  151,609 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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株主資本等変動計算書 
2025(令和 7)年 4 月 1 日から 2026(令和 8)年 3 月 31 日まで 

（単位：千円） 

 

株 主 資 本 

純資産合計 

資本金 利益剰余金 株主資本合計 

当 期 首 残 高 100,000 2,737,497 2,837,497 2,837,497 

当 期 変 動 額     

当 期 純 利 益 金 額  151,609 151,609 151,609 

剰 余 金 の 配 当     

当 期 変 動 額 合 計  151,609 151,609 151,609 

当 期 末 残 高 100,000 2,889,107 2,989,107 2,989,107 

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。 
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個 別 注 記 表 
2025(令和 7)年 4 月 1 日から 2026(令和 8)年 3 月 31 日まで 

 
 

Ⅰ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

1. 有価証券の評価基準及び評価方法 

 移動平均法による原価法 

2. 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

移動平均法による原価法 

3. 固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産･･･････定率法。ただし、平成 10年 4 月 1 日以降に取得した建物（附属設備

を除く）並びに平成 28年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備及び

構築物については定額法。 

無形固定資産･･･････定額法。 

4. 引当金の計上基準 

貸倒引当金･････････ 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権について法人税法

の規定による法定繰入率により計上しております。 

賞与引当金･････････ 従業員の賞与支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期負担

分を計上しております。 

退職給付引当金･････ 従業員の退職金支給及び役員退職慰労金支給に備えるため、各々の          

規定に基づき計上しております。 

5. リース取引の処理方法 

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っております。 

6. 消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。 

 

Ⅱ. 株主資本等変動計算書に関する注記 

1. 当事業年度末における発行済株式数   200,000 株 

2. 当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項 

該当なし 

3. 当事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項 

該当なし 
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監査役監査報告書謄本 

 

 

監 査 報 告 書 

私、監査役は、2025(令和７)年４月１日から 2026(令和８)年３月 31 日までの 

第 81 期事業年度の取締役の職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につ

き以下のとおり報告いたします。 

１.監査の方法及びその内容 

私、監査役は、当社及び親会社の取締役、従業員、その他の者と意思疎通を図

り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要会

議に出席し、取締役及び従業員等からその職務の執行状況につき必要に応じて説

明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び

財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業

報告について検討いたしました。 

 さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計

算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及び

その附属明細書について検討いたしました。 

2.監査の結果 

(1)事業報告書等の監査結果 

① 事業報告は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと

認めます。 

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する

重大な事実は認められません。 

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果 

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点

において適正に表示しているものと認めます。 

 

   2026(令和８)年 ５月 21 日 

福岡給油施設株式会社 

監査役  目羅  輝和   印 

 

 


